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　人工呼吸器などが必要な重度障害児らを介護する
家族の負担を軽減させようと，2008 年 6 月から日中
の一時預かりサービスを始めた宇都宮市新里町丙の
重症障がい児者レスパイト（休息）ケア施設「うり
ずん」．介護を支援する地道な活動が評価され，2010 

年 11 月に「医療の質・安全学会」（理事長・高久史
麿自治医大学長）の第 4 回「新しい医療のかたち」
賞を受賞した．同所の診療所「ひばりクリニック」
に「うりずん」を併設した高橋昭彦院長は「安心と
安全をモットーに介護や保育を支援したい」と話し
ている．（茂木信幸）
　一時預かりの子供は 1 歳から 13 歳まで男女 4 

人．障害が重く人工呼吸器を付けたり，鼻や口から
の栄養補給が必要な子供たちばかりだ．子供たちの

痰の吸引や体位の調整，絵本の読み聞かせとスタッ
フは働き通し．平日の預かり時間は午前 10 時から
午後 4 時まで．交代で取る昼食を除けば一息つく時
間はほとんどない．
　高橋院長が施設の必要性を痛感したのは 2006 年 

9 月．人工呼吸管理が必要な子供を訪問診療した際，
体調を崩した母親の代わりに父親が会社を欠勤して
介護に当たっていた現実だった．
　いくつかのハードルを行政の支援などを得て乗り
越え，「ひばりクリニック」（2002 年 5 月に開業）に
併設．本年度（2010 年 11 月末時点）の延べ利用人
数は 340 人と前年度の 351 人を上回るペースで推
移している．
 （下野新聞・宇都宮　2010 年 12 月 23 日）

宇都宮の施設「うりずん」，「新しい医療」賞を受賞

重度障害児ら一時預かり
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障害児向けランドセル����年，ぼくにもしょえた��������
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